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縄文中期以後、寒冷化にむかう北海道で人口減少が始まるなか、道南森町では北海道最大の環状列石が約 4 千年
前の縄文後期に造られた。遺跡数から森町の人口密度（人 / km2）を推計すると、縄文の早期 0.05、前期 0.26、中期 1.8、
後期 1.4、晩期 0.20、擦文 0.07、アイヌ 0.00、現在 43 である。他方、北海道の平均人口密度との比とする森町の相




From the middle of the Jomon period, the population in Hokkaido began to decline due to cold weather. Hokkaido's 
largest stone circle was built in the late Jomon period, about four thousand years ago, in Morimachi. The population 
density of Morimachi (people/km2) can be estimated from the number of its archaeological sites. Density values were 
0.05, 0.26, 1.8, 1.4 and 0.20 during the initial, early, middle, late and ﬁnal Jomon periods, respectively. They were 0.07 
during the scouring period, 0.00 during the Ainu period and the present density is 43. However, at one point during the 
late Jomon period after the stone circle had been built, the relative population density of Morimachi, which is the ratio to 
the average population density in Hokkaido, reached a high of 2.8. This value seems particularly large when compared 
with Morimachi's current value (as of 2018) of 0.67. The population movement between the southern area of Hokkaido 
and Aomori prefecture occurred for many years in the late Jomon period after the stone circle was constructed, a time 
during which Morimachi was relatively prosperous. In the present population study of the Jomon period, the author 
concludes that industrial promotion encouraging a population increase can be expected during the 21st century in 
Morimachi, a key point of transportation.
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年 1 月 26 日「鷲ノ木遺跡」と史跡指定された 1, 2, 3, 4）。
この地は鷲ノ木海岸から 1km 内陸、標高 70m の森
林の中で、駒ヶ岳から北西 14km、函館市から北北西
42km である。（図 1）
現在 2018 年人口 1 万 6 千程度の森町の縄文時代に、














旧幕府軍 8 隻の艦船 3 千の兵士を率いて榎本武陽、土
方歳三らが 10 月 20 日に上陸したことで知られる 6）。
この後、旧幕府軍は駒ヶ岳西側大沼の脇の現国道 5 号






































本の人口推計 1978 を採用した 9）。遺跡あたりの平均
人口数に各年代の遺跡数を乗じて、各年代の人口値を
推計するのが基本原理である。8 世紀土師器文化期の
1 遺跡あたりの 170 人を基礎人口としている。縄文期





















へ ろ べ じ ま
賂弁島＝奥尻島で撃
退する史実と一致した 12）。北海道全体では 11% もの
人口流入と無視できない割合があったと推定した 5）。
北海道森町の遺跡数の値は、最新の北海道遺跡デー


































すなわち 5 千年前から 3 千年前の間、森町が北海道の
中で特に栄えていたのがわかる。森町の相対人口密度
は、全道の平均値に対し、2.1 倍から 2.8 倍も高かった。
北海道森町環状列石周辺の縄文時代以後の人口密度
年 -6000 -4000 -3000 -2000 -1000 1 592 1336
時代区分 草創期 早期 前期 中期 後期 晩期 続縄文 擦文 アイヌ
縄　　　文　 弥生 飛鳥　平安　 室町古墳   奈良   鎌倉　　江戸
遺跡数 0 2 4 28 21 3 6 1 0









草創期 早期 前期 中期 後期 晩期 続縄文 擦文 アイヌ 2018
縄　　　文
　　推計人口密度（人/km2）
森町 0.00 0.05 0.26 1.82 1.37 0.20 0.39 0.07 0.00 43.0
北海道 0.0003 0.11 0.30 0.86 0.50 0.45 0.44 0.47 0.27 63.7
森町相対人口密度
森町/北海道 0.41 0.87 2.12 2.76 0.43 0.89 0.14 0.00 0.67
表２　北海道茅部郡森町の人口密度の推移
特に環状列石が制作された縄文後期が顕著に高く、



























配石がある 2, 3）。外環の長径は 36.9m、内環の長径は
35.5m、中央配石は長さ 4m、幅 2.6m である。置石の
大きさは、平均 40～45cm、最大は 80cm にも及び、そ
の個数は 602 である。周辺からは砂利の集積遺構と埋












として 252 人。子供と高齢者を 3 分の 1 と仮定して、
それを除いた男性労働人口は 168 人。この程度の人数
が交替で環状列石建設に従事したのだろうか。1 人が
平均 3 から 4 個の大石を運搬した計算になる。
置石のサイズから 1 個の平均重量を 54kg と見積も
る。2 人一組で運搬すると仮定して、84 組が、桂川河







































網走 20 稚内 25、利尻島 79、石狩 3.6、恵庭 1.7、千歳 1.7、





































活火山の駒ケ岳は縄文中期 6 千年前から 5.5 千年
前に大規模な噴火により周囲に 5km3 の降灰があっ
た 16）。環状列石はその降灰地層の上にある。江戸時代
1640 年に再度大規模な噴火およそ 3km3 にあい 17）、環
状列石は 1m もの厚みの地層に埋もれた。ただし、こ

































































森町の人口は 1980 年に最大 23467 に達した 19）。そ
の時の森町相対人口密度は 0.96 であった。その後、森
町の人口は再び減少傾向になり、2018 年には 15866 人
まで急速に減少している。環状列石が制作された縄文











中空土偶（高さ 42cm、幅 20cm、重量 1.75kg）が発掘さ















35m ほどの大型環状列石が、鷲ノ木海岸から 1km の位
置、標高 70m の段丘上に制作された。その後、蝦夷地
は寒冷化が進む中、函館市や本州側への人口流出が進
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